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2020 年 4 月 自宅ネットワーク環境調査
2020 年 4 月～ 5月 LMS アクセス状況に関する他大学調査
2020 年 5 月～ 9月 通信量調査
2020 年 6 月～ 7月 春学期オンライン授業に関する学生アンケート
2020 年 9 月 新入生対面プログラムの満足度調査
2020 年 9 月 ハイフレックス授業形態の検証調査
2020 年 11 月～ 12 月 秋学期オンライン授業に関する学生アンケート











　2020 年 3月、COVID-19の感染拡大に伴い、オンライン授業 1の導入についての検討のための
タスクフォースが学長の下に組織され、筆者らはこのタスクフォースのメンバーとして参画した。






































































































































































































































































































3. 他大学の LMS アクセス状況の調査　（2020 年 4 月～ 5月）



















大学名 教務システム LMS LMS の容量上限 WEB 会議システム 授業開始日
A大学 ＊＊＊＊ Moodle 50MB Zoom 5 月 11 日
B 大学 ＊＊＊＊ Manaba 10MB WebEX 4 月 30 日
C 大学 ＊＊＊＊ ＊＊＊＊ 500MB Teams 4 月 23 日






















講師 16.1 MB 119.0 MB 135.0 MB
フル画面受講者 150.0 MB 25.4 MB 175.4 MB
2/3 画面受講者 99.7 MB 9.1 MB 109.0 MB
【LMS アクセス過多の対処方法】
北陸大学 経済経営学部  田尻 慎太郎 教授 ( 学長補佐情報・IR 担当 )と 2020 年 5 月に共同作成
① できる限りサーバを増強する







⑤ 理想は、LMS サーバをパブリッククラウド（Amazon Web Service、Microsoft Azure、Google Cloud、
 等）に置く。
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境だとこのような気軽な交流へのハードルが高くなってしまっていることが伺える。
　春学期と同様に「課題が多い」という不満が秋学期でも多くみられ、実際に、授業時間外学修
時間は前年度に実施した学生調査の結果と比較して増加していた。
　これらの結果も春学期に引き続き、大学執行部やいくつかの関連会議体で報告するとともに、
全教職員への資料共有と学生へのフィードバックを行った。
9. まとめと今後についての考察
　2020 年は COVID-19により、高等教育業界のみならず社会システム全体が激変する一年であった。
　IR業務のみならず、春学期のオンライン授業導入、秋学期や 2021年度授業方針策定のための
情報収集など、所属機関におけるCOVID-19対応業務にも従事したが、迅速な情報収集と意思決定
がとくに求められ、判断・決定のタイミングを見誤ると取り返しのつかないことになる一年でもあった。
　これまでのIRは、大学執行部からの指示のもとで調査・分析を行い、大学執行部の意思決
定を支援する、という役割が多かったが、このコロナ禍においては、先述のとおり「スピード」
がとにかく求められた。この先も、学内の情報・データだけではなく、業界・他大学の動向、
COVID-19 への政府・自治体の方針、医療業界の動向など、多角的な情報収集・分析を行い、大
学執行部に報告をしていく姿勢が必要であろう。
　また、学生調査・オンライン授業調査は、COVID-19に直面した学生の実態把握のみならず、
学生や保護者といったステークホルダーの意見を直接拾い上げる、重要な役割を担った。
　2021年度も感染状況をはじめとした事態が目まぐるしく変わると考えられる。適切なタイミング
で学生調査などを実施し、集計・分析結果を所属機関内に迅速に共有し、意思決定に繋げてい
く必要性がある。
　地域や規模により差異はあるにせよ、多くの大学が2021年度もオンライン授業を継続するこ
とが予想され、学生の学習形態・学生生活はコロナ以前とは全く違うものになる。全世界的な
COVID-19の感染拡大により、大学の国際化・グローバル化については、以前の状態に戻るのに、
どれだけの年数がかかるかは全く分からない。
　そうしたコロナ以前・以後の差異を、これまで実施してきた調査やデータと比較し、メリットや
デメリットを精査し、アフター・コロナの大学教育の在り方、危機管理時に対応できる高等教育
機関の執行体制について、どうあるべきかという提言をしていくことも、今後のIRには求められる
のではないだろうか。
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